
参考資料２

（単位：千円）

No. 提案団体名 事業名 事業概要 要望金額 予算措置 査定結果

新規
1

神戸在宅医療・
介護推進財団

内部障害者に対す
る専門職によるコン
サルテーションを通
した医療体制の構
築

住み慣れた家・地域に暮らしたいと願う高
齢者に対し、医療従事者が生活期におい
て専門家のコンサルテーションを受けるこ
とにより、安心して医療ケアを提供できる
支援体制を築く。

494 × 0

新規
2

神戸在宅医療・
介護推進財団

地域包括ケアシス
テムを推進する内
部障害リハビリテー
ション専門職の人
材育成等

①実地研修と座学研修が一体となり、卒
後教育を受けた人材を地域に輩出するこ
と、②内部障害リハビリテーションに関す
るガイドラインを作成し、セラピストによる
施術が一貫性のある統一されたアプロー
チを確立することにより、地域包括ケアシ
ステムの推進に向けた取り組みを実施す
る。

848 × 0

新規
3

北区医師会
退院時における精
神科・一般医の連
携モデル事業

精神疾患を併発する患者について、症状
が落ち着き在宅に帰るにあたり、リエゾン
事業に関わった精神科医等の退院前カン
ファレンスへの参加による在宅支援の強
化を図る。

467 △ 0

新規
4

神戸市
歯科医師会

神戸圏域における
多職種連携の強
化、地域包括ケア
システム拡充のた
めの取り組みとして
の小児在宅歯科医
療の推進

在宅の医療的ケア児の訪問歯科口腔健
診等を行い、歯科疾患の有無、口腔機能
を把握し必要な対象に早期の口腔機能管
理介入を行う事で口腔機能の悪化を防止
し、良好な成長発育を促す。

1,870 ○ 1,019

3,679 1,019

＜継続事業＞は裏面

要望を踏まえ、予算（1,019千円）を確保。
なお、機器整備、人件費等に基金を活用
することは困難。
＜医務課企画調整班＞

新規事業計

令和６年度地域医療介護総合確保基金（医療分）の提案事業　査定結果

＜新規事業＞

対応等

市町が実施する在宅医療介護連携推進
事業として実施することを検討されたい。
＜医務課企画調整班＞

市町が実施する在宅医療介護連携推進
事業として実施することを検討されたい。
＜医務課企画調整班＞

県医師会に予算措置する「R６年度在宅医
療充実強化推進事業」にて対応されたい。
（R6年度予算額：1,600千円/郡市区医師
会）
＜医務課企画調整班＞

○ 提案内容に対し、直接予算措置
△ 提案内容が活用できる別事業で予算措置
× 予算措置なし

予算措置（凡例）

1



参考資料２

（単位：千円）

No. 提案団体名 事業名 事業概要 要望金額 予算措置 査定結果

継続
1

東灘区医師会
「東灘区在宅NST推
進研究会」の推進と
活用

神戸市東灘地域における「食」に関する諸
課題（摂食嚥下機能低下、口腔ケア、栄
養ケア）に対して、医療・介護分野の多職
種が連携し調査・研究や教育・啓発活動
などを推進するとともに、在宅で活かせる
体制づくりを進める。

1,195 △ 0

継続
2

東灘区
歯科医師会

在宅療養者に対し
低栄養予防の管理
指導を行える人材
の育成事業

栄養士や言語聴覚士を講師に迎え、歯科
医師・歯科衛生士を対象とした栄養指導
や嚥下リハビリに関する研修会を開催す
る。

360 △ 0

継続
3

東灘区
歯科医師会

食支援につながる嚥下機能の評価と口腔
機能管理を行う際に必要な知識を得るた
めの研修会（歯科関係者→歯科関係者）
を実施する。

340 △ 0

継続
4

東灘区
歯科医師会

多職種を対象とし、食支援につながる嚥
下機能の評価と口腔機能管理を行う際に
必要な知識を得るための研修会（歯科関
係者→多職種）を実施する。

270 △ 969

継続
5

東灘区
歯科医師会

特定疾病を有する
在宅療養者に対し
歯科診療・口腔機
能管理を行える人
材育成

特定疾病を有する在宅療養者に関する知
識を外部講師（医療職・介護職の方）から
学ぶための研修会を歯科医師・歯科衛生
士に対して行う。

360 △ 0

継続
6

東灘区
歯科医師会

在宅療養者の口腔
管理・栄養管理を
要する在宅歯科医
療推進事業

施設職員を対象とし、認知症などを有す
る在宅療養者の口腔機能に応じた食支
援・栄養指導のできる人材育成を目的とし
た研修会（歯科関係者→施設職員）を行
う。

340 △ 0

継続
7

垂水区
歯科医師会

在宅歯科医療を支
える体制整備

①『介護従事者口腔ケア研修会』の開催
②あんしんすこやかセンターとの連携体
制の構築
③訪問歯科診療のための研修会
④病院歯科口腔外科との連携体制の構
築
⑤入退院患者の口腔機能管理を行うため
の体制構築

2,220 △ 0

5,085 969

8,764 1,988合計

在宅療養者への嚥
下機能評価と口腔
機能管理ができる
人材育成

県歯科医師会に予算措置する「R６年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい
（R6年度予算額：29,363千円）
＜医務課企画調整班＞

県歯科医師会に予算措置する「R5年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい
（R5年度予算額：29,298千円）
＜医務課企画調整班＞

県歯科医師会に予算措置する「R６年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい
（R6年度予算額：29,363千円）
＜医務課企画調整班＞

県歯科医師会に予算措置する「R６年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい
（R6年度予算額：29,363千円）
＜医務課企画調整班＞

継続事業計

対応等

県医師会に予算措置する「R６年度在宅医
療充実強化推進事業」にて対応されたい。
（R6年度予算額：1,600千円/郡市区医師
会）
＜医務課企画調整班＞

県歯科医師会に予算措置する「R６年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい。
（R6年度予算額：29,363千円）
＜医務課企画調整班＞

県歯科医師会に予算措置する「R６年度在
宅歯科医療推進事業」にて対応されたい
（R6年度予算額：29,363千円）
＜医務課企画調整班＞

＜継続事業＞

○ 提案内容に対し、直接予算措置
△ 提案内容が活用できる別事業で予算措置
× 予算措置なし

予算措置（凡例）
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